











































































































































































































   














































































   僕はいとこに向って何度か肯いた。 
   「うん、痛みというのはいちばん個人的な次元のものだからね」(P145)  
 
 いとこは自分の「痛み」が他人の経験した「痛み」とは、決定的に異なるものと述べ、 
「痛み」は誰とも共有できない、個人特権的なものとして描かれている。耳の病気を抱え 
たいとこの話、そして作品の途中で挿入された高校二年生の夏休みに「友だち」と一緒に 
「彼女」の見舞いに行った時の回想など、八三年に執筆されたこの作品は個人的な身体性 
という次元で「痛み」の問題を追及している。 
 それに対して「女のいない男たち」においては、「痛み」は個人のものであるが、同時 
に「人を他者へと関係づける力としても機能する」5と描かれている。換言すれば、人間の
関係性の新たな可能性という事が、この「女のいない男たち」に暗示されているとみ得る
のである。 
 
 
 
                                                      
5  熊谷晉一郎、大澤真幸(2011)「痛みの記憶/記憶の痛み--痛みでつながるとはどういうことか」『現代思想 特
集 痛むカラダ―当事者研究最前線』青土社、P45 
